
農地・水・環境保全向上対策 

エコワーク桜木（帯広市） 

代 表：井上 正憲  



 桜木地区は帯広市の南東に位置し、畑
作主体で一部酪農が混在する農業地域
である。 

 この地区の農業は畑作４品目を基幹作
物とした大規模土地利用型農業を展開し
ている。昔から水はけが悪い土地柄の桜
木地区は生産性の向上及びコストの低減
を図る目的から、数多くの暗渠・明渠排水
路を生産基盤として整備してきた。 

 また、４つの町内会からなる連合町内会
及び農事組合等を立ち上げ、施設の維持
管理や地域のコミュニティ活動を実施して
いる地域である。 

帯広ＭＡＰ 



 1戸当りの農用地面積が広大。 

～事業実施の目的～ 

農道・明渠排水路の維持・管理に伴う 

  農家負担の増大。 

地域コミュニティの希薄化。 

 「地域コミュニティの形成」、「生産資源の保
全・管理体制の構築」を目指し、豊かな資源を
次世代に継承する為の準備期間と位置づけ
本対策を実施する。 

【現状】 

【目的】 
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～共同活動内容～ 

施　　　　設 活　　動　　項　　目

農用地 遊休農用地発生防止のための保全管理

開水路 草刈り、泥上げ

農道 草刈り

農用地 防風林の適正管理

開水路 施設の初期補修、異常気象等後の見回り

農道 施設の初期補修、異常気象等後の見回り

- 景観形成のための植栽

- 農用地を活用した景観に配慮した作付け

- 施設のゴミ拾い
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～点検活動風景～ 

明渠や農道の現況を確認し、活動の優先 
箇所及び施設の補修箇所を確認している
様子です。 

 



～計画策定の風景～ 

活動箇所と役割分担等について計画を
立てました。 
右側の写真は道協議会の担当者を招い
て活動内容について勉強会をしている様
子です。 
 



～防風林適正管理の風景～ 

防風林の枝払い、下草の草刈りを実施しました。 

  



～雑木処理の風景～ 

明渠の雑木処理の様子です。 

 



～明渠排水路の草刈り風景～ 

導入したモアを活用して、 
明渠の草刈りを実施しました。 

 

 



～明渠排水路の床浚い風景～ 

明渠の床浚いを業者委託により実施しました。 

 



～農道における法面草刈り風景～ 

導入したモアを活用して、 
農道法面の草刈りを実施しました。 



～景観形成に資する植栽風景～ 

婦人会が中心となり、主要道路の植栽を実施しました。 
植栽を行っている個所の草刈りは草刈り機を使用しました。 



～ゴミ拾いの風景～ 

長寿会や子供会も参加して地区内のゴミ拾
いを実施しました。 
桜木神社の境内も清掃しました。 
 
子供たちの書いたゴミ捨て禁止の看板も設
置し、地区外の人へ呼びかけもしています。 



～景観に配慮した作付け風景～ 

景観に配慮した作付け ひまわりを植えました。 

 



エコワーク通信を発行し、 
構成員への活動報告や市民へ 
啓発活動をしてます。 
 




